
108　 被 服 学II( 構 成 ・美学 な ど)

C －17

〔日本 家政 学会

顔面および頌の形粘判明^^と衿壁との閃俸にフt「ての潮煮（茅B 報 ）
^ ち屋女大寡珠　○柘原^ hi.　も打刻呆 か 孫､fし乙

目的4 衣舶木である人 体と衿型との連座 同係にフロ てのIf f両l? ， 侃 私 経験にf< }■リ

，Å 吋同人的徊 あが 価 のもとに行び>) '■八 吟 心^ にか μ ヨヽらいダあろと葱,わ,れる。 イ

z で冰冽をT て ，聚つ瀬 仙あI  び ?≪の形駝｡と衿型ヒの卸 禾を名東向々ヽらゑかしバW 綸的び

勧 牡に 臥 に ，椎服薦 朗 こ舶m 肛 指 尋の陽に悦Å てに丿と考 えてtl 乱

七 瓦　来4 短期友4^23 り 左被草湯 とL,  第2  軋 第3  粗で亥 面あI t^'残の類型化と
鋤 みて報省I  μり 顔 碩r 町 月・P-:月･ 叩-  ま叩 ■ か 麦・Ui 頬り

13 2啼 類のり'ヵヽら付わ ヤパ ４ 頬 い りあ気 顔 と傾 とを組かぷ わ七 謙 斗絨と同一(T) 肩

封 を用い，ふ 蔀 ハV 客ヽ聖 穆 頬 ，^ り1 類の衿型乙の恚冶ヽ 卸 禾についマ`み 倹瓦?.f3 リ

フ匹 検 査かJ 被凧抑 り 順 とし,   3 ～ 卵 あヨにぢ`圀の練り £ヽし検友E'fJリリ し 々
り ぱ き!冷 紀

て検討しに

,結果　I  . /か艮 今竹り  % r  恥 顔 配・傾聖・衿型 以 本!  1" の危除々で哺 責五りヽ嘲吻

られし^ バi 鵬の顔型t  ＼^一̂ 角の唐衿裂i  組か座 わせた^|湊 に適泰友 ダ大川哨伺&

示しrこのぼ叩型でありぺjヽ の哺奸 でヽ ･あり このほ角の顔 型r あり い3.  ぢ脊頬の翻暫グ-^

で逮湊 度グ大の傾 ㈲であっにか5  t － 4 の勁セであリパ 馴ヽ 備絢であり りnW －タの鴇

型であっし4  . 4 仔頓の衿 型<f!すr  吏レか度や犬り 両伺り しμが 恥y 筥型t ＼頭̂嵩欠

からい－f り衿聖 てあn つJヽ β 頑 銅 色不したか?  2c≪下の衿 聖で`あり ≒^  μ芦聖が 易合

匹

C－18　体篠とμ 服寸池にっ 口ヽ の喬識餌査

京御々尺嘸改　　 山名4i 茅

部隻々^ 短K　 ° 市野慎各

回的：双服を購>~する豪ﾋヽヽ・μ友俸捨 象飢識I  t 身体寸法とkm 寸熾･）聞遠 を方溌,し既

製 服をit. んf･ヽヽ ろtr .   奮恥I   ヒ甲 午,4□ す軋に比軟調査If?  な・ 瓦.

方残:/ リi-わ卜!   - /Z fl  いツ-t  ,　尺唯 ■ 奴K の鰻服科 乍生. 早加 り ～z3 拡　μl  海
若りi ） と． 釘 転 恥々^リ ～吋X  ,   z/7 j ( 中午濁 ） □

末め，I  体す沃の認 賎度，現在 のわ去とJf孫のすま・t ﾋﾞ,軟．体莉一乃数と体荷^.恢．胴御形
恥)i-Hi,  ^ n 調1 い 沁 ヽヽ体独 と加 に 宏・ 闇it いﾌ ヽヽ -t 膠討L  r-..

邱 £:* 俸寸残 に吽 い 惘准 わ けf  ,わ パ  ^ 恥 加 溥<    ,    弟 号即 り 長 出 か・･ヽ'

ｊ　　　　ｉＩＩ　　Ｊあ
ｔ

外

名

ｌ

') ,  甲^  ﾉ| r は体t  r. 閏･ヽ '- をぷ レt ヽヽ ろ．体荷;t 歎 と体猿 島践iぐﾌ ヽヽ t  ま.   ロ ーレIt  fa

の 又t  <r のif に弟そ層 でが,ヽ 心 名機 しt  ヽ ヽろ人お 釣 釦 外T.- ^

を尽し,   ず亨層r  は尽．ヵり|^ ID f, r fs いヵり りﾀ.  V･あ る．胴却 形%.  に■-> いて の遠識･f  ,

^  Hi で≒ぶす'ん胴り り7'A  .   こvc れ私約 巾 い‘h  ')・　りりf  層r りr んμりり り  1'
 .   <  rA-n.

り り/ がで ゐろ. しｒ し, 祠si 一胴^  ^ 押 哨 一胴同 の彩 態 ≫ ̂ら刊吏-f ろと1- 践 口, 御i.

刺'み られろ.   体

と最小の幅杓K:^  い，:  れ いt. 禰んり% 晨貳で号忙心身 軍の;!､ 野ヽに ぶろt り 療され

る．友 服･･ま 冷ヽ ^ て･･ 1^, 羞町/I fヽ ･札約r 芦，ef ^ ^r づ 約l  '/･ の人ヵヽ耳 血会'白 藻 尤，と

いヽの御分町^  恚かさi 戚L- ろんが約7≫ ･/. i ふわてヽヽろ． ア号，//I  の峰型の人μ:左飢疋

お渇< ,  7 号，ﾉﾀ 仁/ 竹 ，/7 号にな列 μ 一万過少  <n III/ヽ ま乱 ，,


